
令和６年度の事業報告書

令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで


ＮＰＯ法人福祉事業大輪の花

１　事業の成果

　今年度より障害福祉サービス等報酬改定が実施され、運営上の基準や報酬算定方法等についてはより細かな設定内容となった。就労事業においては平均工賃月額に応じた報酬体系が大きく変更された。生活介護においては提供するサービス時間毎の報酬が設定された。又共通して食事提供体制加算の見直しが行われた。
　これに伴い、経営の安定化を図る為に改めて基準を満たす体制の整備等を行い、対策を講じたが、先の見えない物価の高騰により、食材の米や小麦、油、卵、肉、調味料、光熱費、ガソリン、消耗品等が事業所の運営、店舗販売あるいは給食の提供に大きく影響した。企業努力で工夫をしながら運営を続けたが、経営としてこの１年間は非常に厳しい結果となった。
　この状況を打破するべく年度末からではあるが、これまでの必要経費を見直し、運営の改善により費用削減に取り組むこととした。
又、コロナ禍で登録利用者様が大幅に減少を続けていたことも要因にあった。よってＨＥＡＲＴ ＢＵＲＧＥＲの運営が一旦落ち着いた為、新規利用者様の募集に向けた営業活動を大々的に実施した。その営業活動が功を奏して問い合わせや見学者等が増えて徐々に利用につながっている。この活動を継続して来年度早急に経営の安定へ結び付けたい。
　来年度は今後の法人の運営について体制を見直したいと考える。


就労継続支援Ｂ型事業ＫＯＫＯＲＯ本舗として、授産作業については新規企業様からの委託作業も確実に納品することが出来るようになり、信頼を得て継続した受注を維持している。
製菓部門では「もじのチーズケーキ」が大好評となり売れ筋商品となっている。冷凍販売を始めたことでストックが可能となり、店舗の主力製品となっている。今後はバリエーションを増やして生産力と販売力を共に強化したい。
課題として食事提供体制加算の手当が見直されたことにより、本舗の調理体制では加算を請求することは不可能となった。これまで利用者様からの食事代金に加えて、不足分を加算の手当で補っていた為、非常に厳しい状況に陥った。しかしながら利用者様の負担費用を増やすことは出来る限り避けたい。ついては、現調理職員が４月に定年退職を迎えることもあり、自前給食サービスでの提供を断念し、宅配弁当で対応させて頂くことで検討している。栄養バランスも摂れており、味についても申し分ないと考えております。食事代金については、これまで通りの金額を継続する。今後宅配弁当も価格が値上げされる事も予想され、その際は改めての検討とする。
コロナ禍から続く利用者様の減少（コロナ禍前から登録で１０名）で特に本年度は持病の悪化が原因で逝去された方や精神的な疾病の重症化等による退所者が増える等で事業所全体の売り上げや作業体制に大きく影響した。年度末から実施した新規利用者様の募集活動により利用者様も増えている為、利用が定着されるように努めて支援を行う。


従たる事業所のＨＥＡＲＴ ＢＵＲＧＥＲは順調な営業を続けている。開店当初の課題であった商品の提供時間が遅い、品物の間違え、入れ忘れ、手配ミス等も殆ど無くなり、特に問題となるお客様からのクレーム等は皆無となっている。毎月のイベント企画や定期的な新商品の販売等においても順調に執り行われている。お陰様でＳＮＳ上においてInstagramでは4,000件のフォロワー、Googleビジネス、食べログ等の登録人数や評価点が日増しに増えている。



食事の美味しさや金額だけでなく、店内の雰囲気や接客サービスにおいても高評価を頂いており、店舗メンバーの前向きな取り組みが売り上げや評判に結び付いている。
就労支援事業所で運営していることを特に公にしていなかった為に徐々に常連のお客様に知られるようになり、今後の売り上げにどう影響するのか気になるところではあったが、特に大きな変化は無く、温かい応援メッセージも頂けるようになりとても励みになっている。
本年度は１年を通した営業を行うことで経費高騰の影響をうけたものの授産品の売り上げとして着実に成果を上げることが出来、全体の工賃アップを達成した。


みんなの王国では、事業の成果として下記３項目を報告する。

（収入と支出）
令和6年度は報酬改定の影響により利用者1人当たりの平均単価が大幅に減少した。
前年度の段階で利用者の平均単価が下がっていくことは予想されていたため、利用者数を増やすことで収入の確保に努めた。併せて利用者の利用時間数も報酬算定に影響してくるため、長時間利用していただけるように、安心・安全で楽しい事業所づくりを行い、開所時間の延長も行った。徐々にではあるが、利用者の利用時間は伸びてきている。経費に関しても物価高騰等の影響により増加が続いているため、見直しを行っている。

（他事業所との連携と職員の学習の機会）
令和6年度は以前のようにみんなの王国内にて利用者の担当者会議等を実施した。コロナ禍前はみんなの王国内にて頻繁に担当者会議や訪問調査等を受けていた。そのため一般職員も同席でき、実地訓練のように学べる機会が多かった。しかしコロナ禍の影響により数年前から全て中止となり、その後事業所内で行うことが無くなっていた。今年度は事業所内での担当者会議や訪問調査、福祉用具のデモ機の使用などを複数回行い、一般職員も参加することができ、今まで知らなかったことや、先輩や上司から少し聞いたことがある程度であった知識を実際に経験することができた。担当者会議等を事業所内で実施することにより、以前のように多くの事業所との交流も戻ってきている。

（芸術祭）
北九州市障害者芸術祭については5年連続で入賞者が出ており、来年度には北九州市役所内にて「みんなの王国展（仮）」が開催される予定となっている。過去数年間の入賞作品や、惜しくも入賞を逃した作品などが展示されるとのことで、これまで頑張ってきた利用者や職員にとって大きな励みとなり、今後の創作活動により良い影響を与えてくれるものと思われる。


　
















２　事業の実施に関する事項
(1) 特定非営利活動に係る事業
	定款の事業名
	事業内容
	実施日時
	実施予定場所
	従事者の人数
	受益対象者範囲及び人数
	事業費の金額
（千円）

	①障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業
	就労継続支援
Ｂ型事業
	通年
	北九州市内
	6人
	障害者
39人
	　79,530

	
	生活介護事業
	通年
	北九州市内
	12人
	障害者
35人
	　73,740

	
	授産委託作業、
授産品販売
（委託作業、菓子等の製造販売）
	通年
	北九州市内
	4人
	一般市民多数
	 18,439

	[bookmark: _Hlk38612796]②障害者総合支援法に基づく一般相談支援事業および特定相談支援事業
	実施なし
	
	
	
	
	

	③障害者総合支援法に基づく地域生活支援事業
	実施なし
	
	
	
	
	

	④障害者の福祉向上のための啓発及び情報提供事業
	実施なし
	
	
	
	
	

	⑤児童福祉法に基づく障害児通所支援事業
	実施なし
	
	
	
	
	

	⑥児童福祉法に基づく障害児相談支援事業
	実施なし
	
	
	
	
	




 (2)　その他の事業
	定款の事業名
	事業内容
	実施予定日時
	実施予定場所
	従事者の予定人数
	受益対象者範囲及び予定人数
	支出見込み額
（千円）

	物品販売事業
	実施なし
	
	
	
	
	




